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中期経営計画 （2025～2027年度）「Driving value with ambition  価値創造への挑戦」
コマツは、複雑さを増すビジネス環境においても私たちの価値観の一つである「Ambition： 挑戦する」のもと、お客さまをはじめとするステーク
ホルダーの皆さまと共に、新たな価値創造とグループ全体の持続的成長に向けて取り組んでいます。お客さまのソリューションパートナーとして、

「安全で生産性の高いクリーンな現場」を世界中に広げていくことを目指しています。

　コマツは、2025年4月より2028年3月期をゴールとする3カ年の中期
経営計画「Driving value with ambition  価値創造への挑戦」をスター
トしました。

　創立100周年を機に言語化した存在意義と価値観のもと、「品質と信
頼性」を追求し、企業価値を最大化するという「経営の基本」と、サステナ

ビリティ基本方針で示した社会的責任をベースに、社会課題解決と収益

向上の好循環による持続的な成長を図るための経営戦略として、中期経

営計画を策定しています。 

　ありたい姿の実現に向かう一方で、私たちを取り巻く外部環境の中長

期的な変化の方向性は、政治・経済を中心にさまざまなリスクが絡み合っ

ており、AI技術の急速な発展やカーボンニュートラルへの対応動向など
と相まって、ますます複雑さや不透明さが増しています。

　当社のコア事業である建設・鉱山機械の需要は、新興国における人口

増加や都市化の進展などにより、中長期的には緩やかな成長を想定する

ものの、短期的にはさまざまな外部環境リスクもあり、変動性は高まるも

のと見込まれます。

　このような環境下で、新たな価値創造と持続的な成長を目指すために、

①イノベーションによる価値共創、②成長性と収益性の追求、③経営基盤

の革新を成長戦略3本柱として掲げています。これらの成長戦略を通じて、
社会課題解決と収益向上の好循環を生み出す顧客価値創造に挑戦して

います。 
　中期経営計画では、私たちのありたい姿を「安全で生産性の高いクリー

ンな現場を実現するソリューションパートナー」と定義しました。

　この実現に向け、イノベーション・DX、バリューチェーンビジネスの拡
大、人材への投資、パートナーシップの拡大を通じて、モノ価値とコト価

値によるソリューションを更に進化させていきます。

* SDV：Software Defined Vehicle

■ 中期経営計画の位置付け ■ 成長戦略の考え方

■ ありたい姿の実現に向けて 
前中期経営計画
（2022～2024年度）

DANTOTSU Value -
Together, to "The Next"
for sustainable growth

2030年度

サステナビリティ基本方針

中期経営計画
（2025～2027年度）

Driving value
　　　with ambition
価値創造への挑戦

安全で生産性の高いクリーンな現場を実現する
ソリューションパートナー 

ありたい姿コト価値の進化

モノ価値の進化
コト親和性の高いSDV*の
ラインナップ拡大

スマートコンストラクション®の
高度化とグローバル展開

多様な動力源への対応

オープンテクノロジープラットフォームの拡大と
アプリの普及

より高度な自動化･遠隔化

イノベーション･DX

バリューチェーンビジネスの拡大

人材への投資 パートナーシップの拡大

1. イノベーションによる価値共創 将来への投資

・ 戦略的投資､新技術やビジネス領域の開拓､ソリューションを通じた新たな価値の共創
・ カーボンニュートラルや顧客現場の最適化に向けたAI等の活用による革新的なモノ・コトづくり

2. 成長性と収益性の追求
・ 現場オペレーション高度化の実現による成長と収益性の向上
・ バリューチェーンビジネスの拡大とAI活用･DXによる省人化･効率化
・ 事業･地域･国ごとのマーケティング戦略の最適化による成長

3. 経営基盤の革新
・ 事業成長を支える人材の獲得･活躍の推進
・ ブランディング活動拡充によるブランド強化
・ AI活用･DXによるビジネス基盤（システム､プロセス）の効率化への大胆かつアジャイルな取り組み

収益体質

レジリエンス

中期経営計画におけるありたい姿へのロードマップ

成長戦略3本柱
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　カーボンニュートラルの実現に向けた多様な動力源への対応にも積

極的に取り組んでいます。スウェーデンの資源大手Boliden社が保有す
る欧州最大級のアイティク銅鉱山において、世界で初めて*多様な動力源
への対応性に優れた「パワー・アグノスティック・トラック」シリーズとして、

ディーゼル・トロリー式930Eの稼働を開始しました。
　また、株式会社大林組、岩谷産業株式会社と共同で、日本初となる水素

燃料電池を搭載した中型油圧ショベルの実証実験を行いました。地域・

用途に応じたお客さまへの最適解の提供に取り組んでいます。
* 当社調べ 

（2）成長性と収益性の追求
　既存事業における収益獲得機会を最大化することで、更なる成長と収

益性の向上を図っていきます。

　事業横断的なテーマとして、アジア、アフリカや中近東など、今後大きく

成長すると見込まれる地域での商品力とサポート力を強化する活動を進

めています。また、特に一般建機においては、お客さまのニーズが多様化

しているため、地域ごとの競争軸を見極めて対応しています。

　鉱山機械では、世界各国の資源大手のお客さまより、安全性・生産

性の両面で高い評価をいただいているAHS（Autonomous Haulage 
System：鉱山向け無人ダンプトラック運行システム）を搭載した超大型
自動運転ダンプトラックの導入台数が1,000台に達しました。また、近年
需要が拡大しているアフリカ地域においては、コートジボワールに新たに

建設機械のメカニックやオペレーターのトレーニング施設の開設を進め

ています。

　2026年2月には、米国SRC of Lexington社のリマン事業を買収し
ました。リマニュファクチャリング（リマン）事業は、お客さまのライフサ

イクルコストの低減に貢献するとともに、資源再利用による環境負荷低

減に寄与する循環型ビジネスとして成長を続けています。建設・鉱山機

械の最大需要地の一つである北米に新たに自社のリマン専用拠点を保

有することで、北米でのリマン事業強化はもとより、グローバルに高まる

リマン需要に対応できる供給力を強化し、販売拡大と収益性向上を目指

（3）経営基盤の革新
　経営基盤のレジリエンス向上のため、ビジネスインフラの革新を行って

いきます。

　優秀な人材の確保・定着に向けて魅力ある職場づくりを推進するため、

D&I（ダイバーシティ&インクルージョン）を推進し、心理的安全性の高い
環境を整備します。またエンゲージメントサーベイを定期的に実施し、グ

ローバルでの持続可能なエンゲージメントの向上に努めています。グルー

プ内のシームレスな情報連携と全体最適での経営判断のため、基幹シス

テムの刷新にも取り組んでいます。また、AI活用やDXによる業務変革を
推進し、顧客・代理店に対するワンストップサービスを実現するソリュー

ションプラットフォームの開発・導入を進めています。

　リスクマネジメントの観点では、2023年より毎年ローリングしている 
ERM（Enterprise Risk Management：全社的リスク管理）活動の定着

成長戦略

中期経営計画 （2025～2027年度）  「Driving value with ambition  価値創造への挑戦」

　コマツグループでは以下の成長戦略3本柱に基づき、「安全で生産性の
高いクリーンな現場を実現するソリューションパートナー」というありた

い姿の実現に向けた取り組みを推進しています。

（1）イノベーションによる価値共創
　将来の成長を見据えて、戦略的な投資を継続します。当社の技術だけ

でなく、外部の知見との融合による新たな価値の創出を目指します。

　鉱山機械においては、Applied Intuition社と、SDV（Software 
Defined Vehicle）アーキテクチャと自動化車両プラットフォームの開発
に関する協業を開始しました。Applied Intuition社が保有する先進的な
AI・シミュレーション技術と当社が培ってきた自動運転技術を組み合わせ、
思考・学習・進化する鉱山機械の開発を推進しています。

　一般建機においても、株式会社ティアフォー、株式会社EARTHBRAIN
と協業し、建設機械の自動運転技術の実用化に向けた開発を推進してい

ます。

　自動運転や現場のスマート化を実現することで、お客さまの現場におけ

る省人化や安全性向上、作業効率向上による環境負荷軽減などの課題に

ソリューションパートナーとして取り組んでいます。

■ 成長戦略3本柱

次世代鉱山機械のイメージ 

SRC of Lexington本社

していきます。

　産業機械においては、高需要・高品質が要求される車載電池製造のセ

ル工程やモジュール工程などに使用される設備を、お客さまの多様な要

望に合わせて柔軟に設計・製造していきます。



価値創造ストーリートップメッセージ サステナビリティイントロダクション 30ガバナンス DataKomatsu Report 2026 成長戦略

的な強化を進めていきます。

　半導体製造装置・機器は、地政学リスクに留意しつつ、市場の高成長に

対応するとともに、高収益体質を維持・向上させていきます。

　自動車産業等向けの産業機械では、アフターサービスの深化や車載電

池事業の拡充により、成長性と収益性を改善していきます。

　さらに、M&Aを含む既存事業の強化と並行して、将来的な成長に向け
た新たな事業領域の探索にも取り組んでいきます。

「カンボジアの地雷除去の物語」の一場面と受賞トロフィー 

　中期経営計画の策定にあたり、重点活動を通じて目指す中長期的な事

業ポートフォリオの方向性を、図に示しています。

　コア事業である鉱山機械および一般建機では、モノ価値とコト価値を

融合したソリューションの進化・浸透を図るとともに、アフターマーケット

ビジネスの拡充や成長地域における商品企画の強化を通じて、更なる成

長性と収益性の向上を目指します。

　林業機械事業は、鉱山機械、一般建機に次ぐ第3の柱と位置付け、継続

・色塗りバブルは､各事業セグメントの直近の売上げ規模を示す
・点線バブルは､各事業セグメントが目指す中長期の方向性を示す

■ 中長期的な事業ポートフォリオの方向性 

事業ポートフォリオ 

月面建設機械

鉱山全体最適化

水中施工ロボット

森林デジタルツイン構築

事業領域の探索

収益性（営業利益率） 高低

高

成
長
性
（   

売
上
高
平
均
成
長
率   )

コンストラクション

自動車産業等向け産業機械

林業機械

ファイナンス

半導体製造装置・機器

マイニング

スマートコンストラクション®

中期経営計画 （2025～2027年度）  「Driving value with ambition  価値創造への挑戦」

を図るとともに、クロスソーシング、マルチソーシングの一層の推進による

フレキシブルな生産調達体制の構築に取り組み、事業環境の変化への適

応力を高めています。

　こうした事業基盤の強化に加え、ブランドを企業の成長やステークホル

ダーとのエンゲージメントの源泉と位置付け、ブランド認知度向上にも取

り組んでいます。新規層への認知拡大を目的とした世界規模のブランド

施策の一環で制作したアニメーション「カンボジアの地雷除去の物語」が、

2025年ロンドン国際広告賞（LIA）「ブレイキング・セクター・コンベンショ
ン」部門において銅賞を受賞しました。アトラシアン・ウィリアムズ・レー

シングとの提携では社員参加プログラムやSTEM分野の教育支援策を展
開し、ブランド強化に加え、次世代人材の育成やエンゲージメント向上に

寄与する活動を推進しました。
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　非財務区分においては、解決すべき課題の枠組みを広く捉えるため、社

会課題解決に貢献する中期経営計画の重点活動を定めています。それら

に関する30項目のKPIを設定し、各活動テーマのKPI達成度の総合評価
を経営目標としています。前中期経営計画で経営目標としていた外部評

価は、重点活動のKPIに位置付けています。
　また、CO2排出削減などの「環境負荷低減」に関する指標については、

特に重要な目標として、これまで同様、独立項目としています。中長期的

な指標および目標の詳細については、「ESGデータブック2026」をご参
照ください。

　また、リテールファイナンス事業については、今後の新興国（アフリカな

ど）でのカバレッジ拡大などを見据え、よりレバレッジを効かせた目標値

としています。

　株主還元については、連結配当性向を40％以上とする方針を継続し、
財務の健全性、株主資本比率を総合的に勘案して自己株式取得を適時に

実施します。

　財務目標の進捗についてはCFOメッセージをご参照ください。

成長戦略

　経営目標については、社会課題解決と収益向上の好循環により持続的

な成長を目指すという当社のスタンスをより明確にするため、財務／非財

務に区分しています。

　財務区分では、前中期経営計画から掲げている成長性・収益性・効率性

に関する目標・指標を基本的に継続しつつ、収益を確保しながら成長投資

を継続していく観点から、フリー・キャッシュ・フロー（FCF）を加え、3年
累計で1兆円という目標を掲げています（M&A関連の支出を除く）。

■ 経営目標

CFOメッセージ経営目標P.22

中長期目標と進捗（ESGデータブック P.147）Web

区分 項目 経営指標 経営目標 2025年度実績

財務

成長性 売上高成長率 業界水準を超える成長率 ＋0.7％

収益性
営業利益率 業界トップレベルの利益率 13.7％

FCF 3年累計：1兆円（M&A関連の支出を除く） 2,632億円

効率性 ROE 10%以上 11.3％

リテールファイナンス事業
ROA 1.5% ～ 2.0% 2.4％

ネットD/Eレシオ 6倍以下 4.45

株主還元 連結配当性向
•  連結配当性向を40%以上とする
•  財務の健全性、株主資本比率他を総合的に勘案して自己株式の取得を適時に実施する

45.9％
1,000億円の自己株式取得

非財務 社会課題解決

社会課題解決KPI 社会課題解決 KPI（30項目）の達成度を総合評価（環境負荷低減、外部評価含む） 目標に対し順調に進捗

環境負荷低減
•  CO2排出削減：2030年50%減（2010年比）
•  再生可能エネルギー使用率：2030年50％

生産によるCO2削減率 ▲48％

製品稼働時のCO2削減率 ▲23％

再生可能エネルギー使用比率 36％

中期経営計画における経営目標

中期経営計画 （2025～2027年度）  「Driving value with ambition  価値創造への挑戦」

https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=148
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